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	〇身体の傾きのあるお客様
	　・車椅子上で左右の傾きがあるお客様に対しては両側の車椅子の隙間を埋めて姿勢を安定させる為、アーチクッションを使用する。
	　・椅子上で右傾きのあるお客様に対しては倒れている骨盤を矯正的に元の位置に修正し座位を安定させる為、椅子の右側の足にペットボトルの補助具を使用する。
	〇身体の傾きのあるお客様
	　・車椅子上で左右の傾きがあるお客様に対しては両側の車椅子の隙間を埋めて姿勢を安定させる為、アーチクッションを使用する。
	　・座位が安定し上肢を伸ばす動作がやりやすくなり、研究前には自己にて行えなかった足の挙上、靴をはくことやナースコール、テレビのリモコンを手に取る行為が可能となる。また、「出来ない」という発言も少なくなった。
	〇車椅子上の座位が不安定なお客様
	　車椅子の座面シートのたわみを修正し座位を安定させる為、車椅子のクッションの下にダンボールのシートを使用する。
	考察
	姿勢の改善がみられ残存機能を活用できている。また、身体機能を維持し活動意欲の向上に繋がっている。
	〇車椅子よりずり落ちてしまうお客様
	　座骨が滑らないように高さをつける為、車椅子の座面前側に丸めたクッションを使用する。　
	　・安定した姿勢が保持することができ、お客様の中には長時間の離床が可能になった。
	　・研究前は「早く寝たい」や「痛い」など起きている事に対してマイナスな発言が聞かれたが、研究後はマイナスな発言は減少し「早く起きたい」という意欲的な発言がよく聞かれるようになった。
	　・「トイレに行きたい」や「歩きたい」
	　　など前向きな発言が聞かれ、生活への意欲が見られるようになった。
	〇車椅子上の座位が不安定なお客様

